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展示ウォール

　千代田図書館は公共図書館で初めて電子
資料の貸し出しを始めたことで注目を集めて
いる図書館です。
　ビジネス書が多く、平日は夜10時まで開
館していることから、社会人の利用が多いの
も特徴です。
　その他にも千代田区の情報の集積地とし
て、神田古書店連盟と共催した展示や千代
田区に関係のある作家や施設ごとの図書の
配架を行い、区内の情報を発信しています。

千代田区と関連のある企画を展示しています。
取材を行なった際には、「ビジネス大賞」の本が紹介されていました。

コンシェルジュ

図書館利用についての案内のほか、千代田区内の
地域案内も提供しています。

千代田図書館5

　四番町図書館は、上智大学から一番近い千代田区立図書館です。
　2012年春にリニューアルし、エントランス脇には無線LANが利用できるラウンジができました。
　千代田区立図書館の共通の貸出券が発行・利用できるほか、他の千代田区立図書館で借りた本を返却するこ
とができます。

四番町図書館6
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「働く」って何だろうBook Fairが
図書館内で開催されました

　９月29日（金）から11月５日（木）まで行われていたBook Fair、皆さんもご覧になりましたか？ 
企画のねらい、反響等をグローバル・コンサーン研究所員、三浦まり先生（法学部地球環境法学科
教授）から伺いました。

　グローバル・コンサーン研究所（IGC）は従来から「働くこと」をめぐる問題に焦点を当て企画を立ててきましたが、今年
は「就活カフェ」を開き、その発展形でブックフェアを開催しました。なぜ自分は働くのだろう、意味のある仕事って何だろう、
という疑問は大学生にとって切実なものです。「キャリア教育」や就活ビジネスの情報に振り回され、本質的なことを見失い
がちな昨今の風潮に流されることなく、自分と社会を見つめてほしいという思いから、88冊を選び展示しました。期間は9
月28日から11月5日まで。同時に丸善でも一部展示書を販売して頂きました。（展示書リストはIGCホームページ＊に掲載）
　ポスターでのメッセージにも工夫を凝らし、１冊ごとに紹介文やポップをつけて、なぜIGCがこれらの本を学生に読んで
もらいたいと思っているのかが伝わるよう配慮しました。期間中は図書館１階、IGC、丸善に多くの学生が立ち止まり本を
手に取っていました。展示書の８割近くはブックフェア期間中に借り出されていることからも、学生たちの関心に添った企画
だったのではないかと思います。
　ただ、自分を見つめ直す本は人気が高い一方で、若者の就職難を引き起こしている社会の構造に焦点を当てた本は借り
られにくいという傾向がありました。学生たちの目をいかに社会へと向けさせるか、ここに大きな課題があることも痛感し
ました。今回の企画が好評だったことから、IGCではテーマを変えて定期的にブックフェアを企画し、本を読むことが好き
な上智大生を増やしていきたいと考えています。

＊IGCホームページアドレス：http://www.erp.sophia.ac.jp/Institutes/igc/index.htm

ポスターからの抜粋 図書館1階展示の様子（上2枚）

グローバル・コンサーン研究所による

意味のある
　仕事って
 　なんだろう？

働くってなんだろう？
自分は何のために
働くのだろう？
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上智大学生が
ビブリオバトル首都決戦で優勝

上智大学生が
ビブリオバトル首都決戦で優勝

　日本人がカッコイイと感じる「いき」という美意識について論じた本がこの「いき」の構造です。著者の九鬼周造は９０
年前にヨーロッパで哲学を学んだ哲学者で、育ての親は世界中に「わび・さび」を伝えようとしたことで有名な岡倉天心
です。２人で日本独特の美意識を伝えようとそれぞれが取り組んだことはすごいことだと思います。
　また、この本の内容の魅力は大きく分けて２つあります。１つは今まで人々の肌感覚でしかなかった「いき」に関して哲学的
な手法を用いて、分析しようとしたことです。本の中には
「いき」が立体的な図形などで表されていて、客観的に
「いき」とは何かということが見られる様になっています。
　２つ目は現実の「いき」について論じる際に、扱うテー
マが非常に私達にとって身近なもので、親しみやすいと
いうことです。例を挙げると、「いき」な人とはどういう
人かを様々な観点（顔形・仕草など）から見ていたり、
縦縞模様と横縞模様のどっちがより「いき」なのかを真
剣に議論しています。哲学的手法とか、立体的な図形
で表したと書くと、難しく、つまらないイメージがある
かと思いますが、決してそんなことはなく、興味がある
人ならぜひ読んでほしい１冊です。

　「ビブリオ」は書物などを意味するラテン語由来の言葉で、

「ビブリオバトル」とは、立命館大学の先生が考案した、ゲー

ム感覚を取り入れた新しいスタイルの「書評合戦」です。

　ビブリオバトラー（発表者）たちが、おすすめ本を持ち合い、

1人5分の持ち時間で書評した後、バトラーと観客が一番読

みたくなった本、「チャンプ本」を決定します。

　各地区で予選会が行われており、今年は予選会に参加した

大学生は524人にも上りました。首都決戦は東京都主催で開

催され、作家で都副知事でもある猪瀬直樹氏は「書評の甲

子園のような大会を盛り上げたい」とコメントを寄せました。
ビブリオバトルについては
公式ホームページ http://www.bibliobattle.jp/ を参照ください。

とは

　10月21日、ビブリオバトル首都決戦（全国大会）が東京で開かれました。
このイベントは大学生達が自分の読んだ本の魅力を自分の言葉で紹介して、
どれだけ多くの人にその本を読みたいと思わせるかを競うイベントです。読
んでみたい本とも出会えるとても楽しいイベントです。
　見事今年の優勝を勝ち取ったのは

　そしてチャンプ本に輝いたのは

　  （配架場所　学部地下２階　請求番号　701.1：Ku285ik）でした。

今回は鷹野さんにこの本の魅力を語ってもらいました。

　総合人間科学部心理学科の鷹野宣章さん、

▶

『「いき」の構造』（九鬼周造／藤田正勝 著）



　中央図書館では定期的に足立特別支援学校の生徒（高校1 - 3年生）を実習生として受入れています。10月
後半にも2名の2年生が実習をおこないました。
　今回は「図書館で実習する」ということについて、専門的な見地から総合人間科学部心理学科 荻野美佐子
教授にコメントをいただきました。

図書館では特別支援学校の生徒を
実習生として受け入れています
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　図書館では、図書、雑誌、電子資料の収集や提供をして研究や学習の支援をするばかりでなく、実習とい
う場を提供することによって、特別支援学校生を支援しています。今後も、図書館の重要な機能のひとつとし
て位置づけ、実習生を受入れていきます。　

　発達に障害のある子どもたちの場合、その障害特性によって、環境条件の配慮が必要なこともあります。特別

支援学校（以前は養護学校）の高等部を出た生徒たちは、従来、単純作業を中心とした作業所の場に入ることが多

かったのですが、障害の多様化や、発達のアンバランスのために、環境の配慮をすれば、一般就労なども可能な

人たちも増えています。特に、音への過敏さや対人関係の難しさを持った障害の人たちの場合、図書館の静かで

整然とした環境は、彼らの能力を発揮できる場の一つと考えることができます。

　足立特別支援学校からの実習生を受け入れていることを知ったのは、今春のことです。私がずっと関わっている

療育の場の親御さんから、子どもが今度上智に実習に行きます、と言われて初めて知りました。

　高等部の1年生の実習は、所蔵している図書が本当にあるかどうかを確認する蔵書点検で、バーコードリーダー

の使い方を教わると、各自がそれぞれ１つの棚を担当して本を一冊ずつ読み取る作業をしていきます。単純なよ

うですが、すべての本をダブらず抜かさず読み取り、修理の必要な本は修理に回すなど、細かい気遣いの必要な

作業でもあります。近い将来の就労と自立に向けて細かいステップを踏んで少しずつ経験を積んでいくことが彼ら

にとってはとても重要であり、大学図書館がそのための場を提供していることの意義は大きいと考えています。

図書館で実習するということ 総合人間科学部心理学科教授 荻野美佐子

図書館にもできること
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